
新たな東京都スポーツ推進計画の策定について

 

 

１ 策定年 

  平成25年3月（スポーツ振興局） 

２ 計画期間 

  平成25（2013）年度～平成32（2020）年度 

３ 策定背景 

  スポーツ振興局の設置、障害者スポーツ振興計画の策定、 

  スポーツ祭東京2013の開催、2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ招致 
   

 

 

１ 策定年 

  平成24年3月（スポーツ振興局） 

２ 計画期間 

  平成23（2011）年度～平成32（2020）年度 

３ 策定背景 

  スポーツ振興局の設置、スポーツ祭東京2013の開催 
   

東京都障害者スポーツ振興計画 東京都スポーツ推進計画 

東京都のスポーツをめぐる状況変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画策定後の動向 

平成２５年 ９月      東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会開催決定 

平成２５年 ９月      スポーツ祭東京２０１３開催 

平成２６年 １月      スポーツ振興局からオリンピック・パラリンピック準備局へ組織改正 

平成２７年 ３月      ラグビーワールドカップ２０１９TM 開催決定 

平成２７年１０月      スポーツ庁発足 

平成２９年 ３月（予定）  スポーツ庁がスポーツ基本計画を策定（計画期間：平成２９年４月～） 

【現行計画の抱える課題】 

 ○ 計画策定後に決定した東京2020大会やラグビーワールドカップ2019TMに向けた取組が反映されていない。 

 ○ スポーツ施策が大きく進展し、障害者スポーツを区別して施策を展開する段階から、スポーツ振興全体の中に位置づけて取り組む段階へ移行している。 

 ○ これまでの東京都スポーツ振興審議会で、更なるスポーツ振興のためには、これまでにない新たな視点が必要との意見が出されている。 

新たな東京都スポーツ推進計画を策定（計画期間：平成30年度～平成36年度） 

資料１ 

課題への対応 


